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大
阪
で
は
お
馴
染
み
の
上
方
落
語
の
祭

典
「
第
33
回
彦
八
ま
つ
り
」
が
5
月
16
日

（
土
）
・
17
日
（
日
）
に
生
國
魂
神
社
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
年
も
八
頭
町
観
光
大
使
の
桂
慶
枝
さ

ん
と
の
コ
ラ
ボ
ブ
ー
ス
「
八
頭
廻
し
」
に
て
、

八
頭
町
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す
。
昨
年

も
大
好
評
の
エ
リ
ン
ギ
つ
か
み
取
り
（※

16

日
限
定
）
に
加
え
、
北
岡
本
店
の
フ
ル
ー
ツ

リ
キ
ュ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
酒
類
の
販

売
を
し
ま
す
。

「
八
頭
廻
し
」
ブ
ー
ス
で
お
買
物
を
さ
れ
た

方
に
は
、
八
頭
町
の
特
産
品
が
当
た
る
ガ

チ
ャ
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
が
当

た
る
か
お
楽
し
み
に
！

５
月
16
・
17
日

上
方
落
語
の
祭
典

「彦
八
ま
つ
り
」に
今
年
も
出
店

大
阪
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ー
に
出
展

3
月
20
日
～
22
日
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
「
大
阪
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ー
２
０
２
６
」
に
、
八
頭
町
観
光

協
会
と
道
の
駅
は
っ
と
う
が
出
展
し
ま
し

た
。
前
年
と
同
様
に
、
道
の
駅
グ
ッ
ズ
の

販
売
に
加
え
、
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
や
ラ
イ

ダ
ー
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
を
行
い
、

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
・
販
促
を
テ
ー
マ

に
ブ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
谷
内
口
（
や

ち
ぐ
ち
）
さ
ん
が
約
３
ヶ
月
掛
け
て
作
成

し
た
手
描
き
マ
ッ
プ
は
、
一
〇
〇
〇
枚
準

備
す
る
も
足
り
ず
、
二
〇
〇
〇
部
準
備

し
た
八
頭
町
周
辺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
全
て

来
場
者
の
手
に
渡
り
ま
し
た
。

出
展
ブ
ー
ス
前
に
て
（左
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
・谷

内
口
さ
ん
、
道
の
駅
は
っ
と
う
・松
下
駅
長
、
山
村
副
駅
長

ま
た
、
ブ
ー
ス
で
は
鳥
取
で
の
ツ
ー
リ
ン

グ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
入
っ
た
「
ツ
ー
リ
ン
グ
ガ

チ
ャ
」
を
設
置
。
無
料
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
、
翌
日
に
は

２
名
の
方
が
鳥
取
を
訪
れ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
出
展
で
は
、
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン

グ
先
の
候
補
に
隼
駅
を
入
れ
て
も
ら
う

た
め
の
Ｐ
Ｒ
も
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
の
翌
週
に
は
、
手
描
き
マ
ッ
プ

を
き
っ
か
け
に
町
内
の
お
店
に
来
て
下

さ
っ
た
方
が
あ
り
、
八
頭
町
の
魅
力
を
広

げ
る
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

スズキブース前にて。やずぴょんと山村副駅長

【一
口
メ
モ
】

・
「
彦
八
ま
つ
り
」
は
、
上
方
落
語
の
始
祖

『米
澤
彦
八
（江
戸
中
期
）』
を
偲
び
そ
の

名
を
後
世
に
つ
た
え
る
た
め
に
、
彦
八

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
生
國
魂
神
社
で
毎

年
開
催
さ
れ
る
上
方
落
語
家
総
出
の
お

祭
り
で
す
。

・
八
頭
町
観
光
大
使
の
桂
慶
枝
さ
ん
は

六
代
目
桂
文
枝
（
旧
三
枝
）
師
匠
の
直

弟
子
で
す
。
文
枝
一
門
は
上
方
落
語
の

名
門
で
あ
り
先
代
の
五
代
目
文
枝
は
、

上
方
落
語
四
天
王
（
『
六
代
目
笑
福
亭

松
鶴
』『
三
代
目
桂
米
朝
』『
三
代
目
桂

春
団
治
』『
五
代
目
桂
文
枝
』
）
の
一
角

を
担
い
ま
し
た
。

ま
た
、
境
内
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
有

名
な
噺
家
や
芸
人
が
出
演
し
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
「
寄
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
・
見
て
ら
っ
し
ゃ
い
・
買
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
の
楽
し
い
お
祭
り
に
皆
様
も

是
非
い
ら
っ
し
ゃ
～
い
！



八頭町関西事所 令和８年春号

【今後の主な公演】
・5月15日（金）【神田松麻呂 旭堂一海二人会】
19時00分開演/百年長屋（森ノ宮・玉造）
料金 予約2,500円、当日2,800円
・5月29日（金）【旭堂一海 飯盛講談席】
14時00分開演/大東市立文化情報センター
DIC21（住道）
料金1,000円
・６月4日（木）【桂天吾×旭堂一海ふたり会】
19時00分開演/百年長屋（森ノ宮・玉造）
料金2,000円
・6月21日（日）【浪曲 講談の幸海実験室】
14時00分開演/高津の富亭（日本橋）

料金 予約2,000円、当日2,500円

シリーズ やずをサキドリ！ 初夏 八頭町のさまざまなグルメ情報をお届けします！

〇
講
談
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

小
さ
い
時
か
ら
日
本
史
（
特
に
戦
国
期
）
が

好
き
で
し
た
。
ま
た
、
吉
本
新
喜
劇
が
好
き

で
大
阪
芸
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
で
は
落
語
研
究
会
に
入
り
ま
し
た

が
、
あ
る
落
語
会
で
ゲ
ス
ト
参
加
さ
れ
て
い

た
『
旭
堂
南
海
』
さ
ん
に
お
会
い
し
、
そ
の
講

談
を
聞
い
た
と
き
に
、
こ
れ
こ
そ
我
が
天
職

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
早
速
弟
子
入
り
を
志
願

し
、
ひ
と
月
後
に
入
門
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
時
で
す
。
本
名
の
『
一
』
と
師
匠
の

『
海
』
で
『一
海
』
と
命
名
頂
き
ま
し
た
。

〇
初
め
て
人
前
で
喋
っ
た
の
は
い
つ
？

入
門
当
日(

令
和
元
年
９
月
８
日)

で
、
開

演
前
の
10
分
間
（
空
板(

か
ら
い
た)

と
呼

ぶ
）
で
演
じ
ま
し
た
。
演
目
は
「
三
方
ヶ
原
の

戦
い
」で
、
入
門
し
た
て
の
講
談
師
は
全
員

こ
の
ネ
タ
か
ら
始
め
ま
す
。

現
在
、
持
ち
ネ
タ
は
60
～

70
く
ら
い
あ
り

ま
す
。
一
番
好
き
な
の
は
『
難
波
戦
記
（
主

役:

真
田
幸
村
）
』
で
、
大
阪
で
は
豊
臣
勝
利
・

3
月
7
日
（
土
）
、
ラ
ジ
オ
大
阪
「
原

田
旅
行
公
社
で
す
」
に
て
八
頭
町
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
八

頭
町
観
光
協
会
の
福
本
揚
子
さ
ん
が
町

の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

地
元
民
に
愛
さ
れ
る
、
花
見
列
車
と

し
て
も
有
名
な
「
若
桜
鉄
道
」の
沿
線
名

所
と
し
て
、
隼
ラ
イ
ダ
ー
の
聖
地
『
隼

駅
』
、
寅
さ
ん
の
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
ロ
ケ

地
で
あ
り
手
植
え
桜
で
有
名
な
『
安
部

駅
』
、
鉄
道
の
お
宝
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る

『
道
の
駅
は
っ
と
う
』
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
パ
ン

ケ
ー
キ
や
天
日
卵
で
有
名
な
「
大
江
ノ

郷
自
然
牧
場
」が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
も
馴
染
み
の

深
い
懐
か
し
い
場
所
が
一
杯
登
場
し
ま

し
た
。
「
た
ま
に
は
帰
っ
て
来
ん
さ
い

な
ー
」
と
い
う
故
郷
か
ら
の
声
が
届
い
た

ひ
と
時
で
し
た
。 ラ

ジ
オ
大
阪

八
頭
町
の
魅
力
を
発
信

徳
川
敗
北
で
語
り
ま
す
。
豊
臣
贔
屓
や
権

力
へ
の
抗
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

〇
入
門
後
の
生
活
は
？

師
匠
の
家
に
通
い
な
が
ら
修
行
生
活
で
す

（
通
い
弟
子
）。
師
匠
は
「勝
手
に
せ
ぇ
」と
い

う
流
儀
な
の
で
、
自
分
で
調
べ
考
え
な
が
ら

覚
え
ま
す
。
本
探
し
や
料
理
・皿
洗
い
も
や

り
ま
し
た
。
師
匠
が
外
出
の
と
き
は
同
行
し
、

身
の
周
り
の
世
話
や
前
座
等
を
務
め
ま
す
。

『
年
季
明
け
』は
3
年
後(

令
和
４
年
９
月
22

日)

で
し
た
。

所
属
す
る
『な
み
は
や
講
談
協
会
』一
門

は
７
名
で
家
族
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
最
若
手
な
の
で
先
輩
師
匠
の

前
座
を
務
め
な
が
ら
、
お
茶
出
し
・着
物
畳

み
・
太
鼓
叩
き
も
や
り
ま
す
。

毎
日
違
う
と
こ
ろ
に
行
き
、
違
う
人
に
会

え
る
の
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
楽
し
い
で
す
。

〇
今
後
の
夢
は
？

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
『三
浦
雄
一
郎
』さ
ん
と

同
名
な
の
で
、
幾
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
し
続

け
る
芸
人
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

旭
堂
一
海
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
を

増
や
し
た
い
。
ま
た
芸
を
磨
く
と
と
も
に
自

己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
も
涵
養
し
た
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
に
は
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
。

大
好
き
な
鳥
取
を
舞
台
に
し
た
話
を
創
っ

た
り
、
鳥
取
や
上
方
の
人
に
講
談
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

講
談
師
『旭
堂
一
海
』さ
ん
っ
て
ど
ん
な
人
？

上
方
講
談
界
で
活
躍
す
る
『旭
堂
一
海
（本
名
：三

浦
雄
一
郎
）』さ
ん
（関
西
八
頭
町
会
会
員
）に
、
講
談

界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
や
そ
の
生
活
、
今
後
の
夢
等

を
伺
い
ま
し
た
。

石破元総理の愛する「はちみつ饅頭」など、和菓子で有名な甘味屋。夏場の手土
産品として、人気上昇中の「くずバー」をご存知でしょうか。
葛粉を使用した新感覚スイーツ。アイスクリームなどとは異なり、溶けても垂れ
ないのが特徴。味は、いちご、みかん、抹茶、ラムネ、コーラの5種類。夏は特にラ
ムネ味が人気。口当たりは柔らかく、すっきりとした甘さを堪能できます。冷凍庫
から出してすぐ食べても良し、解凍時間で違う食感を楽しむのもおすすめ。これ
からの暑い季節、お越しになった際の甘味に是非、お召し上がりください。

甘味屋 郡家本店 （八頭町郡家119-1 ☎0858-72-0651）

ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て―

二
十
歳
で
飛
び
込
ん
だ
講
談
界
。
天
職
と
思
う
世
界

で
永
く
活
躍
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し

た
。
講
談
師
（好
男
子
）『旭
堂
一
海
』さ
ん
の
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。

新感覚・溶けないアイスバー！？ くずバー 【甘味屋】


